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上下水道局だより 第３3号
平成 30年８月 10 日

（第 60 回水道週間スローガン）
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　監視室（上）では、計器類の見方や現在の水位などについての説明
を熱心に聞く来場者の姿が見られました。また、配水池の屋上（右）
に上った来場者は、その高さと大きさに驚いていた様子でした。

　６月１日～７日の第60回水道週間
に合わせて、６月２日（土）に中福受
水場を一般開放しました。普段あま
り見る機会のない受水場内を多くの
方に見学していただきました。

水道週間ポスターコンクール特賞受賞作品

受水場の施設開放を実施しました

水道水　安全　おいしい　金メダル

　平成30年度水
道週間ポスターコ
ンクールを実施し
ました。
　1,433点の応募
作品から、７点の
特賞作品が決まり
ましたのでご紹介
します。



平成30年度予算概要
　水道事業・公共下水道事業は、経営状況を明確にするため、経営活動による「利益」を見
る損益取引と、事業の元手となる「資金（資本）の増減」を見る資本取引を分けて経理する「公
営企業会計制度」を採用しています。損益取引による収益・費用を収益的収支、資本取引に
よる収入・支出を資本的収支といいます。 

◆ 主な事業と概算額 ◆
　 汚水管きょ改良事業（老朽化した汚水管きょの改良工事等）�・�・�・�・�・�・      ８億４千万円
　 汚水管きょ整備事業（生活環境の改善のための汚水管きょ等の整備）�・�・�・   ３億４千万円

安心安全な水道水
　水道水は「水道法」、ミネラルウォーターは「食品衛生
法」という安全基準を定める法律で管理されています。そ
れぞれの水質基準項目数を比較してみると、ミネラルウォ
ーターでは殺菌・除菌工程有りの場合３９項目、無しの場
合１４項目が定められているのに対して、水道水では５１
項目が定められています。また、一部の基準値は水道水の
方が厳しい値が設定されています。
　水道水は浄水場で作られた後、水道管を流れご家庭の蛇口に達するのに対して、ミネラル
ウォーターは工場でボトリングして出荷されるので、保存条件が全く違います。このため「ど
ちらが安全？」という判定は非常に難しいですが、どちらも法律を守って管理されています。
　川越市の水道水質については、全ての項目が水道法で定められた水質基準に適合してお
り、結果は川越市ホームページで公開していますので、安心して水道水をご利用ください。
� ★問い合わせ：中福受水場　☎２４３－２８４０

水道事業  収益的収支

公共下水道事業  収益的収支

水道事業  資本的収支

公共下水道事業  資本的収支

水道料金
58.3億円

下水道使用料
35.4億円

一般会計（市）からの
負担金・補助金

20億円

企業債
6億円

不足額  19.2億円
※不足額は内部留保資金で補填します。

※不足額は内部留保資金で補填します。

企業債
6.9億円

不足額  18.7億円

その他の収入
7.4億円

県からの
水の購入費
23.4億円

水道施設等の
減価償却費
17.6億円

下水道施設等の
減価償却費
27.2億円

流域下水道
管理運営費負担金

16億円

企業債の
元金返済
6.4億円

工事請負費
20.5億円 人件費1.3億円

企業債の支払利息 1.6億円 その他の支出 1.4億円

企業債の元金返済
12.2億円

工事請負費9.7億円

人件費1.8億円

その他の支出
2.8億円

流域下水道建設負担金 1.9億円

水道利用加入金 3.7億円

その他の収入8.6億円

加入金・負担金等 4.4億円

国・県からの補助金0.7億円
一般会計（市）からの負担金・補助金1.5億円

受益者負担金0.6億円

その他の支出
8.3億円

委託料
8.2億円

委託料
3.5億円

人件費6.9億円

人件費4.2億円

収入 69.4億円収入 69.4億円

支出 66.0億円支出 66.0億円

収入 64.0億円収入 64.0億円

支出 62.7億円支出 62.7億円

収入 9.7億円収入 9.7億円

支出 28.4億円支出 28.4億円

収入 10.4 億円収入 10.4 億円

支出 29.6億円支出 29.6億円

企業債の支払利息3.6億円 その他の支出
8.2億円

◆ 主な事業と概算額 ◆
　 配水管更新事業（基幹管路の耐震化や老朽化した配水管の更新）�・�・�・�・    ８億７千万円
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　７月４日（水）に、水道管理行政及び水道事業経営研
修の一環で、ＪＩＣＡ（国際協力機構）の海外研修員が、
川越の水道施設等を訪れました。研修には、アフリカや
東南アジア諸国の研修員９名が参加し、市の配水システ
ムや浄水場での水質管理等について熱心に質問する様
子が見られました。�

内水ハザードマップを６月に更新しました
　今回更新した内水ハザードマップは、市民
の皆様が内水はん濫について正しい知識を身
に付けて、浸水被害を軽減することを目的と
して平成２６年９月に作成したものです。

●何が変わった？
　平成２９年の台風第２１号で浸水のあった
区域（寺尾地区）を追加し、併せて市域全域に
おける平成２５年４月～平成３０年３月まで
の内水被害箇所を追加しました。また、鉄道
や高速道路のアンダーパスを水没危険箇所と
して追加しました。
●どこでもらえる？
　上下水道局、各市民センター、各公民館、
図書館などに配置し、必要な方に配布してい
ます。また、市のホームページ内にも電子版
を掲載し、パソコンやスマートフォン等でも
ご覧いただけます。
★問い合わせ：事業計画課　☎２２３－０３３２

深井戸についての説明に興味津々

TOPICS

水道メーターの交換にご協力ください
　皆様のご家庭や会社には、計量検定に合格した水道メーターを設置しています。その有効期間は
８年と定められており、上下水道局では有効期限が過ぎる前に新しいメーターと交換しています。
　交換の対象となるお客様には、「水道メーター交換のお知らせ」（ハガキ）をお送りしています。
ハガキの記載事項をよくお読みいただき、ご理解とご協力をお願いします。
◦�メーター交換作業は断水して行います。一般家庭用で２０～３０分程度の 

時間がかかります。
◦�メーター交換作業は細心の注意を払って行いますが、まれに空気の混入や濁

りが発生する場合があります。水のご使用前に浄水器等のついていない蛇口
から水道管内の空気や濁り水を排出してください。（排出前にご使用になっ
てしまった場合でも健康に影響はありませんのでご安心ください。）

◦�交換作業で代金をいただくことはありません。
不審に思う事柄や、不明な点がありましたら給水サービス課へお問い合わせください。
� ★問い合わせ：給水サービス課　☎２２３－３０７１
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水の窓口：川越市上下水道料金センターのご案内

編集／発行　川越市上下水道局　総務企画課　〒 350-0054　川越市三久保町 20-10　☎ 223-3061

http://www.city.kawagoe.saitama.jp
E-mail:somukikaku@city.kawagoe.saitama.jp
この印刷物は、グリーン購入法に適合する紙を使用しています。
また、印刷用の紙へリサイクルすることができます。
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BOビル地下１階
水の窓口：
川越市上下水道
料金センター

国道 16号

　水道の使用開始、中止の申し込みや水道料金等の支払いは、
主に「水の窓口：川越市上下水道料金センター」（川越駅西口）
で受け付けています。

【所在地】川越市脇田本町 10-16 ＢＯビル地下 1 階
【営業時間】
　月曜日～土曜日、午前８時３０分～午後６時
　　　＊祝日及び年末年始を除く

【電話番号】０４９－２４９－１９１１
　〈電話は、お掛け間違いのないようにお願いします。〉
※使用中止のご連絡をいただくまでの間は料金がかかります。

電子申請による水
道の使用開始・中
止の申し込みはこ
ちら

★問い合わせ：給水サービス課　☎２２３－３０７１
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　古谷水道復旧用資材倉庫は、災害時の給水確保の
ため、管路の復旧や応急給水の対応に必要な資材を
備えておくことを目的に建設したものです。

（平成27年９月着工、平成30年３月完成）
　上水道は、災害時において早期復旧が求められる
ことから、口径の大きい管や調達に時間がかかる管
路資材を備蓄するとともに、ポリタンクなどの応急
給水に使用する資材についても充実を図っていきま
す。

●敷地面積　3,304.37㎡　　●鉄骨造２階建て
●延べ床面積　 687.03㎡（１F602.16㎡、２F84.87㎡）
●主な備蓄応急復旧用資材
直管、仕切弁（φ50～800mm）、継ぎ輪、短管１号・
２号（φ75～800mm）、地下式消火栓一式（φ75mm）
●主な備蓄給水用資材
1,000ℓ給水タンク（11基）、20ℓポリタンク（110個）

古谷水道復旧用資材倉庫が完成しました

★問い合わせ：水道課　☎２２３－３０７５


